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 日本林業協会は2月22日に千代田区霞が関の法曹会館で第６回定時総会を開催し

た。総会の開会にあたり、前田直登会長は「森林・林業を取り巻く環境は大きく変

わっている。一昨年の税制改正で林業界の悲願であった森林環境税の創設が決ま

り、今年の4月からは森林環境譲与税として全国の地方自治体に譲与されることと

なった。森林環境譲与税の運用を確実なものとするための森林経営管理法も昨年に

成立、今年の4月から施行されます。これらの施策は森林・林業にとって大きな力と

なると思われますが、地球温暖化は一段と深刻な状態になってきています。温暖化

防止のため、森林整備の推進は重要な事項であり、これからも業界が力を合わせて

対処していきたい」と挨拶した。今回の総会では、事前の役員会で了解された平成

30年度の事業報告と平成31年度の事業計画と収支予算書報告事項として発表される

とともに、平成30年度の財務諸表（貸借対照表及び正味財産増減報告書等）と平成

31年度会費賦課及び徴収方法についての議案が提出され賛成多数で可決された。な

お、今総会は役員の改選期にはあたっていないが、構成団体の役員異動等を背景

に、理事7名、監事1名が新任役員として選任され、理事15名、監事3名の体制となっ

た。  （※総会資料、新役員名簿は日本林業協会ホームページに掲載してあります。） 
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 2月4日、砂防会館別館において、中央

林業団体緑の募金協力会代表世話人会が

開催され、９中央林業団体が出席した。 

 冒頭、日本林業協会の前田直登会長よ

り、2018年の募金実績がほぼ前年並みの

21億円程度の見込みとなったことが紹介

され、林業団体に対する御礼が述べられ

た。さらに、募金額が近年減少傾向にあ

ることから、さまざまな募金方策を拡充

し、個別企業に協力を呼びかけるなど、

積極的な取組の展開を求めるとともに、

林業団体に対し、引き続きの支援と協力

の要請がなされた。 

 林野庁からは、山村振興・緑化推進室

の木下仁室長が出席し、林野庁における

緑の募金推進本部の活動等の紹介があっ

た。 

 続いて、国土緑化推進機構の募金担当

より、緑の募金の取組みについて、次の

ような説明とお願いがあった。 

・ 2018年は、「みどりの月間」を中心

とする緑化関係中央行事等を通じて、緑

の募金の普及啓発・広報を実施 

・ 林業団体等の関係者のご協力の結

果、2018年の緑の募金実績は、中央募金

において前年から微増となり、都道府県

募金がやや減少したものの、全国でほぼ

前年度並みの見込み 

・ 2019年は、「緑の募金で進めよう

SDGs」をスローガンに、募金ポスターの

キャッチ・コピーである「森林を守る 森

林を活かす」も活用し、春期に予定している緑化関係中央行事（別表）等を通じて、緑の募金の普及啓

発・広報を実施予定 

・ 企業のCSRやSDGsへの意識の高まりに対応した募金要請や事業の企画提案、協賛募金・物品寄付・

ポイントによる寄付等の募金方法の多様化を推進 

・ 緑の募金助成事業の実施に当たっては、寄付金の効率的な使用とSDGs達成への効果的な貢献を求め

る 

・ 中央林業団体には、緑の募金へのご寄付、緑の羽根の着用や募金箱の設置等による緑の募金の啓発

活動、緑の募金への協力をお願いできる企業や行事等の紹介などへの協力をお願い 

 出席した中央林業団体からは、緑の募金の普及啓発・広報の際には税制上のメリットも周知すべき等

の意見が出されました。それらを踏まえ、国土緑化推進機構が緑の募金の取組みを積極的に推進すると

ともに、代表世話人会としても支援と協力をしていくこととなった。 

中央林業団体緑の募金協力会代表世話人会を開催

2019年緑の募金のポスター
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２０１９年春期緑化関係中央行事（予定） 

行　事　名 開催時期 開 催 場 所 行　　事　　内　　容

1
全国緑化キャンペーン
2019

1月15日(火)～
5月31日(金)

全国
スローガン：「植える」緑化から「使う」緑化へ
ポスター、シール、リーフレット、募金箱

2
緑の募金キャンペーン
2019春

1月15日(火)～
5月31日(金)

全国
スローガン：緑の募金で進めようＳＤＧｓ
ポスター、新聞、テレビ、ラジオ等マスコミを活用した広
報、シール、リーフレット、募金箱

3
森林・林業専攻高校生
国際交流

1月26日(土)～
2月2日(土)

インドネシア
東南アジアの森林活動への参画、林業経営の視察、現地高
校生との交流を通じ、森林・林業に関する国際的知見を習
得

4
「森林サービス産業」キッ
クオフ・フォーラム＆マッ
チング・セミナー

2月4日(月)～5日
(火)

農林水産省講堂
森林空間総合利用の姿を掲示、市町村等と観光関連事業者
等とのマッチング

5
「緑のボランティア活
動助成セミナー2019]

2月16日(土)
東京都
弘済会館

緑のボランティア活動助成プログラム説明会・相談会、緑
のボランティア活動事例報告

6
海岸防災林再生ワーク
ショップ

3月7日（木）～
8日（金）

宮城県
海岸林再生活動団体を対象に、団体間の技術及び広汎の情
報交流を図る

7
第17回聞き書き甲子園
フォーラム

3月16日(土)
東京都
木材会館

森の名手・名人と高校生対談
聞き書き甲子園報告等

8

国際森林デー2019 みどり
の地球を未来へ～次代へつ
なぐ森林（もり）と木の文
化～

3月23日(土)
東京都
木材・合板博物館

文化庁長官と林野庁長官の対談、交流会、木工教室、博物
館見学会等

9
SATOYAMA&SATOUMI へ 行
こう2019

3月30日(土)～
31日(日)

千葉県
幕張メッセ

「森と木の子育て広場」の設置、フォレストサポーターズ
への参加促進

10
ミス日本みどりの女神
等による「緑の羽根着
用キャンペーン」

4月中旬 東京都内
内閣総理大臣、日本商工会議所会頭等に、ミス日本みどり
の女神等が「緑の羽根」を着用

11
緑の募金
全国一斉強調月間

4月15日(月)～
5月14日(火)

全国
「緑の募金で進めようＳＤＧｓ」をスローガンに各種のイ
ベント、募金など多様な活動を展開

12
ラジオパークin日比谷
2019

4月27日（土）～
28日（日）

東京都
日比谷公園

緑の募金の紹介、国土緑化写真展「蘇る山々の緑～日本の
森林いまむかし」、木のおもちゃ「木にふれ遊ぶコー
ナー」、みどりの女神による「緑の募金」呼びかけ

13 みどりの日 5月4日（土） 全国 皇居吹上御苑での自然観察会、森林ボランティア活動など

14 第29回みどりの感謝祭
5月11日(土)～
12日(日)

東京都
イイノホール
日比谷公園

式典
みどりとふれあうフェスティバル

15 グリーンパラダイス 5月11日(土)
東京都
日比谷公園大音楽
堂

緑の唄、緑の募金の紹介、緑の募金
出演者：南こうせつ他

16
グリーンウェイブ2019
（植樹祭）

未定 未定
「国際生物多様性の10年」の取組みとして、企業・NPO・学
校等により青少年等による植樹等の活動を実施

17 第70回全国植樹祭 6月2日(日)
愛知県尾張旭市
式典会場：愛知県
森林公園

テーマ：「木に託す もり・まち・人の あす・未来」
出席者:天皇皇后両陛下他
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平成31年２月 業界の動き 平成31年２月 国会の動き 

 4日（月）「森林サービス産業（仮）」キックオ

フフォーラム＆セミナー（5日まで、本省） 

 4日（月）緑の募金世話人会（砂防会館） 

 5日（火）林業協会平成31年度第一回理事会（赤

坂ICC） 

 8日（金）林業機械化推進シンポジウム（国立オ

リンピック記念青少年総合センター） 

13日（水）カラマツ地域戦略プロジェクト発表会

（新木場・木材会館） 

13日（水）森林・山村多面的機能発揮対策普及セ

ミナー（いきいきプラザ一番町） 

13日（水）施業集約化・境界明確化セミナー（三

田共用会議所） 

14日（木）「CLT晴海プロジェクト発表会（三菱地

所本社ビル） 

15日（金）森林と林業3月号編集会議 

22日（金）日本林業協会第6回定時総会（法曹会

館） 

26日（火）みどりの女神林業協会来訪 

《国会関連》 

5日（火）～14日（木）衆議院予算委員会（H30度2

次補正及びH31総予算 基本的質疑、一般質疑） 

22日（木）～26日（火）衆議院総務委員会（地方税

関連4法案質疑） 

27日（水）衆議院予算委員会（H31総予算、農水・ 

環境、総務、経産、国交各分科会開催） 

《政党関連》 

 4日（月）自・林政対策委（福島視察） 

 5日（火）立・農林水産部会（補正・本予算案） 

 5日（火）自・農林合同（国有林法案・骨子） 

12日（火）自・しいたけ等特用振興議連（復興） 

13日（水）自・農産物輸出促進委（状況分析） 

14日（木）自・所有者不明土地等特命委（聴聞） 

15日（金）自・山村振興特委（31年度概算決定） 

15日（金）自・農林合同（国有林法案・条文） 

20日（水）公・総合エネルギー対策本部（基計画） 

21日（木）自・東日本大震災復興加速化本部（復

興・創生期間の基本方針） 

 平成31年２月26日に「国有

林改正法案」が閣議決定され

たが、これを機に林業団体６

団体は，二階俊博自民党幹事

長を訪問し、法案の御礼及び

早期制度化の要請を行うとと

もに、意見交換を行った。塩

谷立、野村哲郎、金子恭之、

金田勝年の自民党農林幹部に

加え、林野庁長官をはじめと

する林野庁幹部も同席する

中、幹事長からは、国有林関

係だけでなく、国産材利用拡

大について貴重なアドバイス

があり、予定していた時間を

大幅に超える熱い意見交換が

行われた。 
 この後、林業団体は農林水

産省を訪問し、 川貴盛大
臣に御礼・要望を行った。 

林業団体が二階自民党幹事長らに御礼・要望 

＜参加林業団体＞ 

・（一社）日本林業協会 

・（一社）全国木材組合連合会 

・全国森林組合連合会 

・（一社）日本林業経営者協会 

・全国国有林造林生産業連絡協議会 

・全国素材生産業協同組合連合会 


